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'
表
す
る
1
の
ミ
し
'、
是
に
對
し
て
生
産
者
の
刚
體
.た
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:
四
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産
業
的
大
勞
働
組
合
主
義
の
画
體
を
#
立

せ

し

め

、
'
斯 

勞

働

組

合

の

目

的

：は

.勞
働
潘
自
身
の
経
濟
的
生
活
，
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.し
て
單
に
社
會
的
階
鈒
闘
爭
の
み
，を
事
ビ
せ
す
、
瓧
.會 

改
善
に
あ
0
、
且
つ
勞
働
者
の
經
濟
的
生
活
の
改
善
：は

™
的

融

和

に

依

ら

：
ん
^
す
る
者
:̂
俄

&
に
賛
成
す
る
«
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即
A
人
類
の
.

一

般
文
化
0
向
上
で
あ
る
な
ら
ば
，
凡

ゆ

は

な

い

。
勿
論
所
謂
闘
爭
の
爲
め
に
圓
爭
す
る
が
如
& 

る
社
會
狀
態
を
現
在
の
所
謂
勞
働
者
階
級
：の
生
活
程
度
鬪
爭
そ
れ
自
體
が
目
的
^
す
る
#
は
絕
對
.に
排
斥
し
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に
下
落
^
•せ
や
5
ビ
努
力
す
る
の
で
あ
つ
て
な
ら
な
い|

け
れ
ば
‘な
ら
な
い
が
、
»
會
に
於
け
る
產
業
間
跑
を
解 

.'
こ
.と
は
勿
論
で
あ
る
ャ
斯
比
て
菩
人
々
類
の
經
濟
的
生

\

決
す
る
唯
一
の
力
法
ど
し
て
、
直
ち
に
勞
働
組
合
虫
義 

:

活
を1

般
に
向
上
せ
し
む
る
^
云
ふ
の
が
必
竟
す
る
に
™
を
骓
賞
す
る
こ
ど
に
對
し
て
は
逛
に
一
考
を
必
哭
と
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勞
働
組
合
の
目
的
で
あ
つ
て
、
®
じ
：て
'其
經
濟
的
生
活
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る
0唯
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レ
ソ
タ
ノ
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共
に
萬
人
最
高
の
^

^
ブ
0'
。ぼ
{?
. 

は
亦
文
化
生
活
の
一
方
面
で
あ
る
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?云
ふ
事
實
か
ら
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n
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n
d
u
n
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と
ぎ
は
個
人
格
の
出
來
る
だ
け
充
分
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單
に
あ
る
が
如
ぐ
あ
る
の
，で
な
ベ
て
、
*
ちねばなら開展にあ

b
と信̂
、勞働

ra
題
の
解
決
も
要
す
る
に 

，ぬ
か
如
ぐ
あ
：る
や
ぅ
に
努
力
す
る
必
骋
を
.生じ、此
の
此
の
點
に
あ

b
と
思
考
す
る
が
故
に
、
勞
働
組
合
の
歸 

:

必
要
のI

の
手
段
ビ
L>
$
勞
働
紐
合
は
是
認
さ
れ
る
の
趣
も
そ
れ
が
一
の
完
全
に
全
勞
働
考
を
包
含
す
る
固
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て
あ
る
 々

：

に
な
ら
ざ
る
限
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、
其
目
的
は
完
全
蚁
成
就
す
る
こ
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し
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題
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し
て
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類
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化
向
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爲
め
の
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段
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な
ら
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な
ら
.ぬ
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題
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會
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般
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。
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又
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述
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働
組
合
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紐
織
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嚴
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に
批
判
す
る
必
要
も
あ
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然
し
乍
ら
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に
は
唯
•吾
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人
0
文
化
生
活
の
向
上
ヽ
，換
言
す
れ
ば
文
化
顧
値
實
瑰j 

の
過
程
に
於
て
.、
經
濟
的
文
化
發
展
を
目
的
ミ
す
る
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働
組
合
は
一
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大
な
る
廣
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の
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者
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合
で
な
け
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な
ら
ぬ
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ふ
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止
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て
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に
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實
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も
の
、
一
面
に
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て
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に
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し
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こ
と
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能
ぐ
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し
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死
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冀
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な
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が
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會
的
生
活
を
營
み
ヽ
或
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生

活
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營
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と
な
れ
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各
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の
生
活
の
安
全
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向
上
0

汝
め
、
各
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同
的
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設
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必
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し
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し
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何
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と
雖
も
、
苟
も
國
家
祉
會
の 
一
R
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る
以
上
、
粗
稅
を
免
る 

>こ
ヒ
は
到
，底
出
來
^
^
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此
の
點
炉
ら
論
ず
れ
ば
：、
俚
諺
の
謂
，ふ
が
如
く
、
死 

ビ
税V

は
誠

R.
確
實
笟
る
も
、
财
く
で
あ
る
が
、
然
し 

乍
ら
、

ig
tt
!
.步
深
く
進
み
て
考
ふ
る
な
ら
ば
、
•こ
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つ
め
者

^
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決
し
て
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實
な
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も
の
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云
ひ
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な
い
こ
と
が
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せ
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に
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,到
來
す
る
こ

^
は
確

*
で
あ
る
6
生

*
れ
.ば
必
ず
苑
あ 

女
、
人
は
^
れ
出
で

fs
.る
瞬
間
ょ

6
、
.旣
に
死

®,35̂
.

 

を

負

ひ

て

、

現

世

に

顔

れ

出

ぢ

る

も

め

で

あ

る

.

;°
-
然

し
 

乍
ら
、必
ず
到
來
す
可

&
苑
な
る
：も

0
ば

、
果
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來
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
、̂

^
に
し
て
來
る
も
の
で
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る
か
ビ
云
ふ
こ
ど
に
就
き

.て
は
、
何
人
：も
知
る
も
の
は 

な
いC,

そ
は
、
唯
、神
の

.深
支
な
る
義
理
に
じ
て
、
如
何 

な
る
聖
賢
の
知

識

も

：
、

こ

の

解

決

し

難

き

識

に

對

し

て

‘ 

は

#
等
の
鍵
織
に
値
し
な
い
。
か
く
て
、
，遠
き
昔
.ょ

n

U

A

f
に
し
'?
:
來
る
可
き
か
に
.就
.き
て
は
、
浓
然
^
し
て
卞 

攏
實
0
裡

に

、

取

：殘

さ

れ
t:
;
居
る
。祖
猶
に
就
§
て
は
、
 

餽
に
.過
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に
於
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改
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せ
ら
れ
2̂
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知
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の
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目
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定
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も
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5
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に
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を
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時

の
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：に

際

し

.て
、
戦
時
利
得
税
が
新
に
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雜
せ
ら
れ
、
或
ひ
は
馨
稅
法
の
改
疋
に
よ
つ
て
■
率 

に
變
舉
の
建
，じ
^
る
：
が

如

き

、
餽

：に

周

知

め

事

實

で

あ 

■つ
て
、今
*
絮
說
す
る
迄
も
な
い
。
.か
く
觀
じ
來
^
ボ
、 

人
事
百
般
凡
^
.確
實
な
名
も
の
は
嘛
ぐ
？ I

ビ
し
.て
安 

定
な
る
も
の
'は
無
.い
狀
：態
.で
あ
る
。
人
爲
に
出
で
た
る 

も
の
は
固
よ
^N

、
人
爲
k
よ
ら
ざ
る
も
の
に
於
て
も
、
 

何
等
確
實
な
る
も
の
な
き
が
、
人
生
の
常
で
あ
る
。
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.
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實
、
不
安
定
な
b

ビ
す
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る ^

こ
^
は
、
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か
ず
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'
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か
な
る
所
で
あ
る
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に
、
 

私

有

財

產

制

度

を

是

認

し

、
，
：且

0
自
由
競
锇
を
肯
定
し 

た

る

現

代

の

社

會

に

於

て

、

そ

の

經

濟

生

活

が

.
"
常

に 

安
定
を
失
し
、
動
搖
已
む
な
き
も
の
な
る
こ
ど
は
、
當 

热
の
现
で
あ
る
0

,
:

.

#

て
、
古
代
の
賢
哲
に
ょ
b

て
唱
道
せ
ら
れ
た
る
、
 

自
然
法
な
る
觀
念
が
、
近
世
期
に
入
6

て
、
再
び
英
國
，
 

0

P

>

自
‘
曲

丑

.つ

合

理

的

な

る
原
則
並
び
に
思
想
を 

生
み
、
こ
の
風
潮
が
®

ら
に
海
峽
を
.越
へ
て
、
.對
岸
な 

る
怫
國
に
輸
入
せ
ら
る
、
に
及
び
、
こA

に」

犬
烽
火 

S

な
6

て
、
因
襲
的
舊
桐
度
%

組
の
氣
運
を
酿
生
し
、
 

狂
熱
的
破
壤
の
動
機
を
激
成
せ
し
,i
f
6
_
R
.至
'
つ
た
。
蓋 

し
"

當
時
の
佛
國
民
衆
は
無
爲
無
能
な
る
爲
政
者
の
^
 

め
に
"

窗
目
的
^

踏
襲
せ
'6
'

れ
た
る
マ)

丨
ヵ
ン
チ
ル
® 

ジ
ス
テ
.

ム
の
弊
資
ま
出
に
苦
し
み
、
疲
窮
困
憊
.の
悲
境 

に
沈
淪
し
た
る
を
以
て
'、
彼
等
は
何
等
の
批
判
を
加
ふ 

る
餘
裕
も
な
く
、
商
ち
に
、
自
®
放
任
は
永
世
の
眞
理 
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决

な
り
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ミ
信
ず
ふ
に
躊
躇
.3
な
か
つ
た
。
こ
の
自
然
法 

な
る
觀
念
は
、
先
づ
ル
ク
ソ
ー
を
通
じ
て
宣
傅
せ
&
れ 

た
。
彼
は
谷
人
は
肖
然
に
隨
ひ
本
性
を
發
揮
せ
ょ
、
自 

然
は
至
善
束
美
な
b

.

s
主
張
し
た
。
而
し
て
そ
の
結
果 

は
敎
育
に
、
政
治
^

、
文
學
に
、
美
術
に
、
果
た
經
濟 

の
諸
方
® }

に
普
及
し
、
そ
の
影
響
す
る
S

こ
ろ
舊
文
物 

は
、必
す
面
目
を|

新
せ
ざ
る
は
な
き
狀
態
で
ぁ
つ
た
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裳
に
ヽ
彼
の
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に
よ
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て
始
め
て
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せ
ら
れ
、
後
、
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ー
ネ
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に
ょ
り
て
{
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せ
ら
れ
/ 2
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セ
.，
フ
エ
イ
ル
、
レ
ッ
セ
。
.パ
ッ
サ
な
る
當

時
の
箴
言
は
、
，：
一
切
の
保
饑
干
渉
政
策
に
對
す
る
、
民 

衆
的
挑
戰
の
宣
言
に
し
て
、
男
敢
な
る
破
壞
の
趴
入
®
で 

あ
，つ
た
。’
か
く
し
て
、：
自
由
放
任
と
保
謎
干
渉
£
の
間 

に
、
開
始
せ
ら
れ
た
る
爭
闘
は
、
大
體
R

.於
て
前
者
の 

勝
利
を
以
て
終
結
S

な
^V、

遂
.ひ
に
m

« ;

に
及
ん
だ, 

を
0
.
間
屢
々
、
反
動
的
撖
突
が
繼
續
せ
ら
れ
た
け
れ
^
 

も
、
現
代
に
於
て
も
、
侬
然
ビ
し
て
自
由
放
任
の
主
_

_
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出
で
、
個
人
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義
的
向
⑴
競
學
の
原
則
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立
卿
し
て
で
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つ
て
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そ

の

結

果

は
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收

入

ど

支

出

と

の

間

に
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せ

ら
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た
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會

組

織
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.舊
に
依
つ
.て
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の
#
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衡
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來
た
し
、
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逾
合
0
窮
狀
を
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暴
露
ず
る
こ
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を
見
る
の
で
あ
各
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、
な
る
の
で
あ
る
o
乃

ち

.各

人

は

現

代

の

經

濟

社

會

に 
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：

：
，
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'
經 

如
何
な
名
社
會
龃
' 

於
.て
は
べ
...屢

々

經

濟

生

活

上

の

破

綻

を

截

起

す

可

き

危 

|
.ソ，

'

」

織
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稭
稱
す
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あ
る
か
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險
に
、
接
觸
す
る7P

の
で
あ
：つ
て
、
是
れ
即
ち
經
濟
生 

一

::
蔽
ぺ
ば
、
各
人
が
其
の
:«
カ
ど
技
倆
ビ
を
完
全
に
.發

揮

|
活
は
不
安
定
、
不
縱
實
、
不
安
固
な
&
と
呼
ば
る
、
所 

:'
■

•

•

*
;
;
す
可
し
、
ビ
ー
}
|ふ
理
想
に
基
;§
て
建
設
せ
ら
れ
た
る
社
_ |

以
で
あ
る
;0
而
し
て
現
代
の
社
會
は
、
原
則
ミ
し
て
交
. 

:■
•

■

.會

0
骼
で
あ
る
。
然
か
、も
ば
，
.か
、
る
自
由
競
爭
0 .
社
：| 

^
^
經

濟

を

行

ふ

社

會

で

ぁ

夂

加
之
、
物
々
交
換
に
非 

ン

:

.

/
會
の
出
現
は
、'
各
人
の
：經
濟
生
活
の
土
に
？
如

何

な

る

ず

し

て

"
交
換
の
要
具
E

て

貨

幣

•を

使

用

す

る

社

會 

,'
•

,
結
果
I

し
た
か
”
こ
の
社
會
に
於
S

、
#
火
S

 

1

,

2
る
か
ら
、
私
經
濟
の
收
入
及
び
支
出
S

K
、
貨

0
能
力

S

倆
で
の
支
配
し
得
立
の
、
外
、
何

物

を

ノ
幣Q

形
態
を
以
て
表
？

ら
れ
ヽ
又
、
收
支
の
^

I
 

へ
 

も
支
亂
し
、
享
得
す

^
こ
と
が
出
來
な
い
。
.從
つ
て
へ\
も
、
貨
幣
の
形
態
を
以
て
表
現
せ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ

そ
の
以
上
0
耍
求
^
對
し
て
は
、
縱
令
、
そ
の
要
求
は
|
ば
、
金
錢
上
の
窮
狀
<5
な
0
て
現
は
れ
て
來
る
の
が
常 

■■
■

如
^
-に
生
活
«
持
0
上
に
、
緊
切
な
る
性
質
の
,'
|
>の
^
''
で
あ
る
。(

註 
一
二)

一
 

,

離
も
、
決
し
て
與
ら
る
、

こ
S
が
な
い
P
然
か
る
に
、
ハ 

【【I 
.
.

斯
の
如
き
要
求
«
.
?各
人
の
能
カ
及
び
.技
倆
0
發
揮
に
か
、る經濟生活の不安定は、何に原因して發 

I
 

.

.

.

. 

方

り

で

、

隊

碍

の

發

生

す

る

毎

に

、
，
，
屢

：令

遭

遇

す

厶

處

'
生
す
る
か
？
如
何
な
る
原
因
に
：.災
ひ
せ
ら
れ
て
、
か
、

る
不

安

定

は

惹

起

？

る
、

も

の

^
あ
る
■か
。
一
に
そ
は

V
. 

各
人
の
能
力
及
び
抜
倆
0'
礙

挪

を

妨

业

せ

ら

れ

、
：
或

ひ 

は
收
人
以
上
の
支
出
を
餘
儀
な
ぐ
せ
し
め
ら
る
V
、
偶 

發
的
事
件
の
發
生
に
因
る
も
の
で
'あ
る
，例
へ
t
f疾
病
、
：
 

傷
«
、
死
亡
の
辄
き
、
火
災
>
海
雛
、
風
水
害
の
如
きj

 

或
：ひ
は
偾
務
者
の
被
藓
等
の
如
&
事
仲
は
是
れ
で
あ
つ

\

 

て
凡
て
豫
想
し
難
き
金
：餞
上
の
窮
狀
を
惹
起
す
る
も
の|

 

で
，あ
.る 

C

:;
■

.

勿
論
: "

他
の
一
方
ょ
々
之
れ
を
觀
れ
ば
，
宇
宙
の
現 

象
は
一
幺
し
て
、
偶
然
に
發
.生
す
べ
き
も
の
.は
なS

:。

凡V

宇
宙
間
に
、
あ
ら
ど
あ
.̂;
ゆ
る
森
羅
馮
象
は
、
.自

| 

然
の
大
法
則
た
る
因
果
關
係
に
支
配
：せ
ら
れ
、> 
J

n

i c\

 

基
き
て
：發
生
し
、
を
の
間
、
.
1正
確
#
、た
る
秩
序
を
*

<
. 

持
し
運
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
一1

の
點
ょ
り
す
れ 

ば
偶
發
的
事
件
な
る
.も
の
は
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
，
 

然

し

年

ら

、

人

々
は
ー
凡

^
字
宙
の(

办
6 
€
あ
ら
ゆ
る
M
 

象
の
運
行
が
、
親
準
た
る
可
き
.法
則
、
巧
ち
因
果
律
を

第
十
四
卷
-(

ニ

ニ)

雜

錄

、
保

險

这

人

必
>

闕
明
に
し
、
體
得
し
居
る
も
の
で
は
な
い
。
從
つV

或
' 

特
定
の
瑰
象
の
薇
生
が
偶
然
に
出
づ
る
乙
ミ
を
信
ず
る 

も
の
で
あ
る
'。
斯
く
云
ふ
'時
は
、
旣
に
玆
に
所
謂
®
發 

的
.事
件
ビ

稱
す
る
も
の
の
意
«
が
、
主
氣
的
意
義
に
并 

ひ
ら
れ
た
る
乙
ビ
、
' 

‘
固
上
り
明
か
で
あ
る
o

そ
は
，
只

、 

單
K
人
智
：

g

未
だ
完
成
の
域
に
及
ば
.ざ
る
t 3 

、
遠
き 

に
原
因
し
て
生
ず
る
外
觀
'上
の
.事
象
代
る
に
過
ぎ
な
い 

故
に
、
若
し
凡
て
©
現
象
の
.囲
て
.發
顯
t
る
自
然
の
木 

法
則
を
"
知
悉
す
る
'乙
ミ
を
得
だ
る
騰
に
於
て
は
、
特 

定
の
81
11
の
發
生
を
豫
見
す
る
こ
と
が
出
來
ゝ
.從
つ
て
' 

主
觀
的
意
義
b
有
す
る
他
發
的
事
件
な
る
も
の
は
悉
く 

泄
滅
す
る
。

尙
、■
.

偶
發
或
は
偶
然
ミ
い
ふ
語
は
、
過
去
ド
於
て
特
：
 

定
の
現
象
が
屢
々
繰
タ
返
し
'
て
發
生
し
"
之
を
觀
察
し 

て
得
た
る
.
知
識
並
び
：に
經
驗
を
以
て
、
該
特
定
事
件
0
 

發
生
ず
る
.
•フ' 
ロ \

ビ
フ
.テ

ィ

.
の

度

合

を

名

表

示

す

.る
こ
. 

^

も
あ
る
。
若
し
特
定
辦
#

が
*

し
て
發
生
す
る
や
否
'

第

-:
.號

コ
，こ



'第
十
i
 

(

二

三)

雜

錄

保

險

と

人

-生 

や
の
‘项
rL
l

w明
瞭
で
無
.い
場
合
に
.於
て
、
該
事
件
が
發 

生

す

多

時

，に

も

、

又

發

生

ぜ

ぎ

る

時

に

.
'も
、
，
そ

の

，孰

：れ 

の
：時

：に

於

て

も
‘

㈣
お
な
り
ビ
豸
び
、
X
、
事
#
が
種 

々
の
方
法
に
於
て
發
生
す
る
可
能
性
あ
る
も
、
果
し
て 

を
の
孰
れ
.の
方
法
に
於
て
雜
生
す
る
や
明
か
^
ら
ざ
'る 

埸
合
、

1

の

方

法

に

於

て

發

生

す

る

も

.、
，
又

は

他

の

方 

法
に
於
.て
發
生
す
る
も
、
俱
に
偶
然
な
ゲ
^
い
，ふ
0
f

 

あ
も
。

1
例
を
.以
て
之
を
說
け
ば
、
茲
杧
甕
あ
>
、
そ 

の
中
に
彩
色
を
異
に
せ
る
球
の
幾
個
か
が
.存
«
ず
る
S 

す
れ
ば
、
.其
中
ょ
ヵ
取
出
さ
る
、
球
の
色
は
、
果
し
て 

!6
色
の
も
の
で
あ
る
が
、
赤
色
の
レ
の
で
あ
る
か
、
或 

は
黑
色
で
あ
る
が
不
明
な
る
場
合
、
必
中
赤
&
の
球
で 

あ
る
X

云
ひ
、
そ
の
赤
色
の
球
が
取
り
出
さ
れ
て
も
、
 

又
は
赤
色
で
な
い
他
の
色
^T

例
へ
ば
&
色
の
球
が 

取
>
出
さ
れ
て
も
、
孰
れ
の」

場
合
に
於
て
も
偶
然
で
，|)
: 

る
ビ
い
ふ
の
で
あ
る
。..、こ
の
.場
合
に
は
、
偶
：然
と
い
ふ

5

媿

ニ

三
 

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
右
の
例
に
於
て
、
甕
の
中
に
溶
れ 

て
あ
る
球
の
.數
が
剑
_
し
且
つ
乂
、
同
數
の
0
色
の
球
. 

と
赤
色
の
球
'«
.で
あ
る」

Wど
も

剑

明

し

て

居

る

曝

^

に 

於
て
、
白
色
0
球
.の
取
れ
出
さ
る
、
偶
然
は
、
赤 

球
の
取
.り
出
さ
る
V
偶
然
ビ
均
分
で
あ
る
と
い

ふ

。

 ̂

，し

色

©
球
九
個
に
、
赤
色
の
球
一
個
で
あ
る
場

 ̂

U.

於
て
は
、
白
色
の
球
の
取
6
,出
さ
る
、
偶
然
は
九
で 

a

赤
色
の
球
の
取
.
6出
さ
る
、
偶
然
は
一
で
あ
る 

ビ
云
.ふ
"
斯

る

用

法

の

下

に

於

て

は

、
偶

然

な

る

語

暴
 

生
0
方
法
、
或
は
#
定
め
場
合
又
.は
.組
合
せ
が
、
其
他 

の
場
合
又
は
a
合
せ
に
比
較
‘し
て
、

發
生
す
る
可
能
の 

度
合
を
‘意
味
す
る
も
の
で
あ
.る
。
乃
ち
ブ
ロ
バ
ビ
ジ
タ 

ィ
ビ
，同
意
語
に
屢
々
用
..ひら
：；る
V

.0
で
あ
る
。(

註
四) 

而
し
：て
、
斯
が
る
偶
然
は
縱
令
、
何
人
が
此
を
測
定
す 

る
ビ
も
、
其
人
特
有
の
性
癖
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
つ 

t:
、
之
れ
と
全
然
無
關
.係
^
る
も
の
で
あ
る
。

»

®に

語
の
意
義
は
'理
由
に
就
て
不
知
5'
る
ご
:̂
を

示

す

も

‘の

こ

，の

術

語

の

用

ひ

ら

る

、
は

、
：
斯

か

る

客

觀

.的
®
義
，
^

有
す
る
場
合
に
*
す
る
o
偶
然
と
は
.一
般
.に
未
來
は
於 

て
、
特
定
事
件
の
發
生
す
^
ブ
ロ
イ
ビ
リ
ぇ
ィ
の
遞
度 

に
し
て
S
該
特
定
樂
件
が
絕
對
的
確
實
に
發
生
せ
ざ
る 

ベ
し
と
.い
ふ
も
の
ょ
り
、
'絕
對
的
確
»
に
發
生
す
べ
し 

ビ
い
.ふ
も
の
に
至
る
兩
，極
端
の
間
に
於
で
、
種
々Q

階

：
 

段
が
あ
る
。
遮
莫
、
偶
發
的
事
伸
V
Vゆ
、
' か
V
.る
偶
然 

:性
を
有
ず
る
事
件
の
謂
に
し
て
、、
如
何
な
息
人
々
0;
上
. 

に
も
發
生
す
る
.可
能
を
有
す
る
事
.
#な
れ
ど
も
、
何
人 

に
：對
し
て

.、
又
、
如
何
な
る
時
期
に
於
て
發
生
す
る 

や
"
不
明
な
る
も
の
を
す
る
の
で
あ
る
。

J

 

,脊
人
の
經
濟
生
活
が
寒
に
，不
安
宛
な
る
乙
ビ
"、
及
び 

ン^ :

の
：不
安
定
の
原
因
ば
、
L

發
的
*

#

の
發
生
に
f

 

,

で
惹
起
3

る
、
事
ば
、
敗
土
說
い
だ
如
く
で
ゐ
る
。
，然 

ら
ば
、
か
’

る
經
濟
生
活e

.

缺
陥
に
_

應
す
る
方
策
？ 

し
て
、
如
何
な
る
も
の
が
存
す
る
か
。
吾
人
は
之
れ
を 

大
略
、
，次
の
一
ニ
稀
に
分
類
す
る
こ
ビ
が
出
來
る
。
事
，件 

,

* 

ノ

第

十

惡

ハ
r

s

o :
. 

’雜
'{

• 
,錄

.
保
險
と
入
生1

の
發
生
を
未
然
ね
防
止
し
、
發
生
な
か
ら
し
め
む
ミ
す

る
豫
防
は
其
.の

i

で
あ
る
。
こ
の
禪
に
燭
す
る
も
の
と

し
て
、
彼
.の
.軍
備
及
び
警
察
の
如
き
は
其
の
最
大
な
る

i

の

、
：
衞

生

組

合

'、

火

：の

番

の

如

き

は

最

も

卑

近

な

'る

.

事
例
で
あ
•る
。
次
ぎ
に
事
件
の
發
生
に
方
り
て
、
之
れ

が
勢
力
を
消
滅
せ
し
め
むヾ

し
ず

る
鎭
滕
は
淇
の
ニ
，で
あ

.る
。
て
の
種
^
：風
ず
る
^
策
の
，中
、
最
も
普
通
な
る
も

の
に
は
消
防
真
び
1

離
病
院
等
.の
如
&

も
の
.が
あ
る
. °

:

而
L

て
®

後
に
"
事
件
の
發
生
後
祀
於
て
講
ず
る
善
後

策
は
其
0
1
1
.
1

で
あ
る
。
こ
の
中
に
於
て
は
自
己
の
獨
力

に
俟
^

貯
蓄
、
»

立
金
、
他
人
の
助
力
を
仰
ぐ
慈
善
的

救
濟
、
自
他
0
協

カ

に

ょ

.る

洪

濟

制

度

及

び

保

險

の

如

き
は
：、
を
の
主
欢
る
も
の
で
あ
る
。

.

>

經
濟
生
活
：の
木
安
定
に
.對
ず
る
此
等
三
秫

0

1

は
y

s

s

 

.の
進

：步

ミ

各

種
.技
，術

の

熟

練

に

ょ
b V

、

非
常
な
る
發
達
を
遂
げ
て
居
る
-
、
け
れ
^

も
、
猶
、
今

日
に
，於

て

は

、
偶
、發

：

g

事

件

の

，
薇

，生

を

絕

»

k阻
止
し
、

、，

、第

5 

.1 §
1

. 

、 

, 

,

>>
* 

J 
n 
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* 
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1 

f 
»1
 
/
a
J<
飞
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笫

十

睞

卷‘

ニ | |̂

5.1
m

- y

.

.錄
保
險
と
人
绝-

或
ひ
は
そ
の
勢
力
を
全
然
鐵
«
し
親
す
こ
ど
は
到
底
運 

む
こ
ビ
が
出
來
な
い
o
'又
、‘
縱
令
？
^
實
上
囘
避
ず
る 

こ
ど
を
得
る
場
合
に
於
で
も
、
法
親
：上
が
ら
之
を
許
あ 

ぬ
こ
ビ
も
ぁ
る
。
故
に
、.
豫
防
ど
鈸
應
と
の
ニ
平
段
に 

の
み
賴
k
yて
不
安
定
;^
®
れ
む
^
す
，るこ
は
、̂
も
 

ど
絕
望
に
等
し
い
:-
°
從
て
事
件
の
發
生
以
後
に
於
て
、
 

其
の
影
響
を
輕
滅
し
進
み
^
は
之
れ
を
絕
滅
せ
し
め
> 

と
す
る
第
一
ー一

の
手
段
に
ょ
る
の
外
に
は
、
•安
定
な
る
經 

濟
生
活
に
對
す
る
活
路
ば
見
出
し
得
な
い
こ
と
、
な
る 

然
&
ば
善
後
策
は
如
何
な
る
効
果
を
灕
す
も
の
で
ぁ 

る
か
。
.旣
に
述
'ベ
た

る

如

く

、
’
善

後

策

の

中

に

は

他

和 

の
助
力
慈
善
に
待
つ
こ
ビ
が
ぁ
る
。
即
ち
他
\
ょ
6

« 

籍
を
蒙
ク
、
脤
恤
を
仰
ぐ
己
と
で
办
ふ
が
、
之
れ
ば
目； 

前

の

救

濟

手

段

た

，る
の

.効
果
は
、
頗
a
.vw
弱
で
ぁ
る
の 

み
な
ら
ず
，
却
つ
で
自
主
自
立
の
高
潔
な
^
品
性
を
寄 

ひ
ク
徒
ら
に
攸
賴
心
を
助
提
せ
し
む
る
弊
害
の
'
1;
>

C
=
V 

多
く
發
生
す
る
缺
點
が
あ
る
o
然
&
ば
各
入
自
ら
準
1

第 

5

r

s
 

財
產
を
構
成
す
.る
.貯
.菩
や
、
積
立
金
等
は
如
何
ビ
云
ふ 

に
、
こ
れ
等
は
各
人
0
收

入

-
ビ

支

出

ビ

の

而

の

餘

剩

を 

蓄

擊」

る

も

：の
：で

あ
つ
，
て
，
、
先

づ

斯

か

る

餘

剩

の

，

ぶ 

す

る
/c
e
を
.前

提■ビ
し
、
且

蓄

積

ずる
^
せ
ざ
る
ビ
は
、 

全

べ

各

人0
自
*
意

思

に

放

任.せ
ら
る
、
も
の
で
あ 

る
0
,こ
れ
等
0
諧
點
は
、
此
種
の
方
策
が
偶
發
的
事
件 

の
.發
生
後
に
於
け
る
善
後
策
ビ
レ
て
、
本
來
不
十
分
氣 

も
の
た
る
原
因
を
な
す
も
の
で

あ

る
が
、加
之
、
か
ゝ
る 

.偶
發
的
事
件
に
對
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
■貯
蓄
又
次 

積
立
金
は
、そ
の
»
成

上

：に

も_
雛

を

伴

ふ

を.免

れ
_
g 

o 

即

ち

未

來

.に

於

て

果

し

て

發

注

オ

る

や

否

や

の

漠

然

た
 

る
事
件
を
嚴
&
て
豫
め
之
れ
に
備
ふ
る
場
合
は
：、
勿
論 

の
f

、
或
は
發
生
す
る
こ
S
備
實
な
り
ビ
す
る
も
、 

そ
の
時
期
の
不
明
な
る
事
#
の
た
め
に
ヽ

若
ぐ
は
«

# 

の
發
生
に
.ょ

り

て

惹

起

さ

る

、
必

要

金

額

の

不

確

定

な 

る
揚
合
に
は
、之
れ
等
.の
方
法
を
採
る
乙
と
は
、
各
同
ん 

i ^
’
t-

り
て
名
又
社
會
に
.̂
ら
：て
も
觸
る
不
經
齊
不
1
當

[

I

.1I

. y

I
I

S

i

1
1
I
I
I

1
pi

I

_な
る
施
設
で
あ
る
。
故
は
相
當
に
收
支
の
上
に
餘
剩
の 

あ
る

者
に
取
り
.て
も
、
伸
々
容
易
に
'實
狩
し
雛
き
も
の 

で
t

o
 

.
况
ん
や「

手
ょ
り

ロ

へ
：」：

の
^

活

を

持

續

せ

ざ 

る
を
得
ぬ
下
層
階
級
は
.、
縱
令
未
來
に
對
す
る
思
慮
あ 

る
も
の
も
到
底
能
く
^
を
實
行
す
る
.-
>ゼ
は
希
盤
し
-# 

乜
い
。
裳
に
働
儉
©
蓄
は
道
徳
上
好
ま
し
き
美
風
な
れ 

之
も
、
か 

>る
美
風
も
何
等
:0
餘
剩
を
有
せ
ざ
名
階
級 

:0
人
々
3
4、
之
を
獎
»
し
或
ひ
は
强
制
ず
る
、こ
と
は
" 

«
等
の
倔
健
狀
漉
に
_
み
し
き
大
事
を
誘
發
せ
し
め
> 

社

會

上

ょ

-
^
見

る

も

1;
た
颠
る
戰
慨
す
可
き
罪
惡
た
る 

0,
;M
結
菜
を
掰
す
に
過
ぎ
.ぬ
も
の
で
あ
る
。

.ニ 

英

： 

V
',
,
!
-

斯
<

の
如
く
各
人
が
單
獨
に
構
成
す
：る
鹘
備
财
產
は 

偶
發
的
事
件
の
發
生
に
因
&
ー
て
惹
趄
さ
る 
>

經
濟
生
活
，
 

:0

不
安
定
を
，爻
除
す
名
に
は
、
不
泳
分
、
不
適
當
な
り 

と
^

れ
ぼ
、
M

(-
•
之
^

代
る
可
き
有
効
*

る
施
設
を
、
 

他
に
索
:^
•な
く
て
は
尨
ち
ぬ
,

之
れ
♦か
爲
め
に
、
、吾
人

辦
十
西
卷(

」

ニ茧

.

)

敝
，錄
，
保駿と人生

は

洪

同

準

備

財

產

の

.
«
成

及

る

6
の

を

見

る

。

こ
の
施

 

設

に

f

て

は

、

»
め

規

約

を

鼓

け

て

乡

»
の

人

々

が

、
 

共

同

.
に

穡

立

金

を

な

し

、
；
組

合

員

中

に

目

的

ビ

す

る

ビ

 

. > 」

ろ

の

偶

發

的

事

件

に

遭

遇

し

た

る

..
も

の

あ

る
時

は

、
 

「

，そ

の

不

時

の

必

要

金

額

を

各

自

.の

組

合

に

對

す

る

酿

余

 

中

ょ

り

給

付

す

る

も

の

で

あ

る

。

換

言

す

れ

ば

、

大

多

 

數

の

人

々

が

偶

發

的

事

#
の

發

生

.に

ょ

り

て

蒙

る

ベ

き

 

't
o
”る

金

餞

上

の

心

を̂

以

て

、

小

數

の

人

々

が

偶

發

 

的

事

#
の

發

生

に

ょ

A V

蒙

る

べ

き

大

な

る

金

餞

上

の

 

必

耍

-̂
代

ふ

る

設

備

，
を

な

す

に

あ

る

。

か
、
る
必
要
に
應
ず
る
れ
め
、
、共
同
に
經
濟
的
準
備 

を
行
ふ
こ
^
は
、
決
し
て
新
し
い
こ
ど
で
は
な
い
。
其 

の
贺
慣
制
度
は
魄
に
古
來
ょ
b
.實

行

せ

ら

れ

た
る

處
で 

あ
つ
で
、
彼
の
吉
凶
K
際
し
て
相
燧
吊
す
る

が
如
き
習 

慣
は
、

「

最
も
®

朐̂
方
法
.の
1
例
.で
+あ
冬
。然
し
乍
&
、
 

こ
0
.こ
ビ
は
民
族
0
風

習

は

關

ず

る

歷

史

上

0
事
實
ミ 

し
•て
は
？
記
憶
す
べ
き
こ
，と
で
は
あ
る
が
、
か
>
る
跗

.

5
 
號

r

£

V

爲 

n 印
—

む
？̂

:

ず̂
？̂
^
射

l
a
b 
,
て
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k
.
^
l
i
^
L 

^
h
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h
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ニ H
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- 0 

錄

保

險

文

决

. 

.
• 
-Af
 

,
 

. 

- 

.
-

I

-

•答
は
權
利
？
し
て
受
納
す
る
名
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ 

の

効

果

か

ら

之

れ

，
を

論

ず

れ

ば

、
颇

る

.幼

雅

な

の
 

批
難
を
免
れ
な
い
。
阈
家
の
之
に
關
す
る
制
度
と
し
r 

離
我
が
朝
の
史
M
に
は
、
垂
仁
幣
の
ニ
十
七
年
に
大
和 

の
來
目
邑
に
創
め
：て
屯
倉
女
設
け
て
、
凶
歳
'に
備
へ
ん 

.
か
た
め
に
箱
穀
を
收
め
た
と
い
ふ
Z

ビ
で
あ
る
。
次
い 

，
景
行
.帝
は
：大
ひ
^
そ
の
制
度
を
獎
^

0
、
諸
國
各
地 

に
*
倉
の
設
け
ら
る
.
>も
の
益
々
'«
の
數
を
^
し
、
•安 

姻
帝
め
治
世
^
及
び
て
は
、
全
國
{(
:
凡
そ
.
六
#]
處
の 

殺
谶
を
見
る
^
至
づ
：穴
。
か
べ
し
て
當
初
獄
官
家
の
た 

め
^
し
太
ゐ
設
備
も
漸
次
ー
般
人
民
の
^
め
^
も
利
用 

せ

-&
る
、
の
'有
樣
-ビ
な
つ
'た
^
い

ふ

。

を

の

外

.、

五

保
 

の
制
^
つ
き
て
は
孝
德
帝
の
甶
雜
三
年
^
法
親
を
制
定 

レ
、
'
 
逛
仗
文
魏
帝
の
太
寶
令
中
^
も
五
保
の
制
令
が
渡
. 

定
し
で
あ
る
^

い
ふ
0
畫

)
。

以

上

t
e主
と
し
そ
國 

家
の
行
ふ
制
度
^
就
て
爲
た
;0
で
あ
る
が
>
こ
0
外
ニ 

趙
6
民
侧
^
於
て
利
用
せ
ら
れ
：た
る
、
相
亙
救
濟
を
目

第
！練

1

二1

バ

的
と
す
る
施
設
に
は
、
無
盡
_
、
，、

の
、
も
、
し
、
離

が

あ

る

。 

こ
れ
ら
の
講
は
其
起
源
を
宗
敎
的
結
社
に
、
撥
し
た
も 

の
；
で

ぁ

る

か

否

か

は

姑

&
ぐ

措

さ

、
、

(

註

六)

一
般
に
命 

餞
0
融

通

を

必

要̂
す

名

人

々

の

圓

結

に

し

て

、
，
寺
こ 

|

は
困
窮
者
を
救
濟
す
な
辺
目
的
に
ょ
&
て
組
織
せ
ら
れ 

^

も̂
の
.も
.あ
る
。

\

M

&
に

歐

洲

の

滕

史

に

徵

す

れ

ば

.、

希

臘

羅

馬

の

時 

一
代
に
.於
て

；
も

、

を-:
0
例
は
：乏
む
く
な
い
。
コ
レ
ギ
ァ
や
、

一
コ
ィ
ノ 

;
ア
や
。
モ

ン

夕

ス

•
ビ

エ

タ

チス
等
は
、
凡
て

I

相
a
扶
助
の
精
神u

出
で
、
.中
世
®
に
：全
®
を
極
:̂
た 

ギ
ル
ド
の
如
：̂
は
、
所
謂
同
f

互
の
救
濟
を
.目
的
S 

:
し
ブ
0
て
あ
つ
た

.言
を
换
へ
て
_
へ
ば
、
細
合
負
が 

:
偶
發
的
事
件
の
發
生
に
ょ
^VV

.、

金
錢
の
必
恶
k
接
し 

た
る
際
{£
:、
殺

途

技

充

つ

，

.

.る
た
め
.、
典
同
^
準
備
財
產 

を
構
成
し
た
る
も
の
で
あ
る
'。
殊
反
最
後
^
述
べ
た
る 

;

ギ
ル
‘ド
^
あ
り
で
は
、
そ
の
.余

餞

給

付

の

範
!»
]

解

る

多
 

，
岐

、
.
廣

沉
^
:
百¥
、
35
代
^
於
け
る
火
炎
、
生
命
、
疾

j ：

I
|:

病
、
傷
害
、
盜
難
等
各
腫
の
保
險
組
檝
の
有
す
る
夫
れ 

々
：々

の
目
的
を
遂
行
し
、
保
臉
發
達
の
有
力
な
る
基
礎 

を
な
し
た
る
も
の
で
あ
る(

註
七
>。；
以
上
は
、
古
代
と 

中
世
と
の
史
實
R
ょ
り
論
じ
た
る
所
で
あ
る
が
、
近
世 

に
於
で
‘之
れ
ビ
同
種
の
も
0:
と
見
る
可
き
も
の
は
、
先

| 

づ

法

令

く

救

濟

組

合

：な
る
、
0
:を

擧

げ

る

こ

と

が 

出
來
％

;こ
の
樹
の
組
合
呔
'
組
合
員
の
一
身
上
に
聆 

け
る
偶
然
(2
>
災
害
^
ょ
气
金
餞
上
の
必
要
に
逾
應
^'
'
| 

る

財

谨

を

準

備

す

る

も

の

で

あ

つ

，
て

、
..獨

逸

の

ヒ

ル

フ 

ス
办
ッ
セ
の
如
き
は
、
通
常
そ
の
目
的
を
疾
病
、：
傷

j 

害
、
老
癒
^
因
る
勞
慟
能
カ
の
喪
失
の
場
合
に
制
限
し 

て
ゐ
る
。
本
來
こ
の
施
說
は
勞
働
階
級
の
保
議
の
た
め| 

に
、
企
靈
せ
ら
れ
た
む
の
で
あ
つ
：て
、
:
1
つ
之
れ
が
組

\

 

織
纪
就
い
て
は
、
勞
働
潘
を
强
制
的
k
加
入
せ
し
め
、

或
ひ
は
俯
主
f
c法
制
上
ブ
定
の
負
癖
を
な
：さ
し
め
、
 

或
ひ
ば
國
家
が
適
當
な
る
方
法
^
ょ
女
披
助
紀
與
ふ
る
.

が
常
で
あ
る
。
以
上
は
法
令
^
基
く
組
合
で
あ
る
が
、

.
第
十
着
’ (

ニ
ー
七)

，‘雜

錄

保
險
ミ
人
^

尙
こ
' 
の
外
に
職
業
の
關
係
、：

又
は
緣
故
あ
る
_
志
の
組 

合
•か
あ
る
。
.
吾
炉
國
^
於
け
る
前
者
の
好
適
例
と
し
て 

は
、
鐵
道
敝
、
印
刷
局
、
翦
寶
局
等
の
官
業(
註
.八)

及
び
. 

各
私
人
會
社
エ
場
等
^

於
け
る
、
從
業
激
乂
.は
職
工
の 

救
濟
制
度
な
る
も
の
が
あ
り
、
後
者
の
'例
、じ
し
て
は
、
 

同
鄕
人
の
會
同
な

r

R

往
.々
見
る
所
で
あ
る
。
E

ら 

R

、以
上
の
如
き
關
係
化：

寒
か
ず
し
て
、
一
般
公
衆
を
糾 

合
し
，て
相
互
扶
助
の
實
を
擧
げ
む
ど
す
る
施
設V

J

し
て 

•
は
，
英
國
fc
.
ス
レ
ン
ド
ジ
イ
，
ソ
サ
ィ
エ
テ
ィ
、
獨
逸
^
 

ス
タ
ル
べ
カ
ツ
セ
、
ベ
グ
レ

1

ブ
二 

メ
カ
ツ
セ
等
の
制

度
が
あ
る(

註
九
：

)

斯
ぐ
.
の
.如
き
典
同
的
財
產
準
備
^

ょ
る
時
は
、
m

»

.の
財
產
準
備
例
へ
ば
貯
蓄
の
如
き
場
合
^
於
け
る
、
不 

分
^
.る
..點
：を

幾

分

除

却
.す
る
こ
^
か
.出
來
る
o.
即

ち 

豫
想
し
た
偶
發
的
^'
#
が
ii
l
l何
な
る
|1
#

»

^

#

生

し

て 

收
入
'の
減
少
、
或
a
は
金
錢
，上
の
必
嬰
を
菰
起
す
ビ
も 

之
れ
に
適
合
す
る
金
額
を
、
調
達
す
る
こ
ミ
が
容
易
S

，第

一

號

r

;K



\ 

第

十

四

卷

c

r

x

)

雑

錄

保

險

叉

坐

■

, 

第

5

こ『

八
，

,

„ 

.
な
る
の
で
あ
る
。
貯
蒂
なV 」

の
場
合
f
cは
事
件
の
發
生
然
ら
ば
保
臉
ビ
は
、
如
何
な
る
組
織
ょ
&
成
，る
も
の 

. 

が
確
定
し
®
る
時
S
雛
も
、
豫
想
外
代
舉
き
場
合
、
或

で

あ

る

か

。
保
險
の
、意
義
及
び
本
質
化
關
し
て
は
、
論 

•ひ
は
豫
想
外
妃
互
额
な
り
し
場
合
^
は
、
不
十
分
な
る
救
の
說
く
所
、
今
尙
ほ
種
々
岐
た
れ
て
、
歸
ー
す
る
と 

の
缺
點
を
免
れ
ず
、
又
"豫
想
外
化
後
れ
て
發
生
し
た
る
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
有
様
®
 
一
 

o)

で
あ
る
が
保
險
R
於
て 

場
合
ク
或
ひ
は
豫
想
外
は
少
額
^

し̂
揚
合
^
は
ヽ

不|

は
、
組
合
員
0
負
擔
を
僅
少
.な
ら
し
む
る
.た
め
^
、
，先 

經
濟
な
る
殘
餘
財
產
：の
死
藏
ぎ
な
.る
の
缺
.
|
|
を
.も
免
れ
づ
龃
合
員
間

^
.於
.け

る

特

定

事

件

の

發

生

ず

る

割

合

を 

I. 

な
い
;0
然
&
ば
既
^
述
‘べ
た
る
が
如
く
共
同
的
紀
財
產
知
ら
ね
ば
な
&
ぬ
。
之
れ
が
た
め
^
は
、統
計
擧
上
所
|附 

，準
備
を
行
裏
合
|

、
適

應

し

た

る

準

備

：財

產

を

得

|

大
數
法
、
又
は
大
數
.の
法
則
i

3
即
ち
觀
察
の
數 

r 

.る

.乙
と
は
出
來
る
が
、
を
れ
‘は
又
同
時
紀
不
經
濟
な
ら
ー
.を
加
ふ〗

る
.
^
'
っ
れ
.て
、或
特
定
事
件
の
發
生
す
る
割
合

ざ
る
を
得
る
か
£
衣
ふ
^
、
必
^
し
も
然
&
と
は
云
ふ

|
は
、其
\
ロ
ン
1
ヒ

リ

テ

ィ

^

近

づ

く

も

の

で

あ

る

ミ 

一
 

を
得
な
い
。
否
、
’組
合
員
間
^
事
件
の
發
生
ず
る
度
合

\
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